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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：人間医工学・リハビリテーション科学・福祉工学 
キーワード：骨軟骨移植術、関節軟骨、リハビリテーション、超音波、硬度 
 
１．研究計画の概要 
(1) 家兎の膝関節に骨軟骨移植術を実施する
モデル、およびラットの前十字靭帯を切離し
て膝関節軟骨損傷・変形性関節症を惹起させ
るモデルを作成し、それらの関節軟骨の超音
波解析、FTIR（フーリエ変換赤外分光光度
計）解析、力学的特性解析、および組織学的・
免疫組織学的評価を実施する。(2) またヒト
の骨軟骨移植術や膝関節全置換術などにお
ける超音波解析等を実施する。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 家兎モデルやラットモデルの術後の関節
軟骨を肉眼的に観察した。またMankin score
を用いて組織学的に、およびタイプ２コラー
ゲン免疫組織染色を行って免疫組織学的に
観察し、さらに中心周波数 10MHz の超音波
解析を実施して関節軟骨の硬さ指標・表面粗
さ指標・厚さ指標を明らかにした。加えて
FTIR 解析を用いて関節軟骨基質成分である
コラーゲン量とプロテオグリカン量の分布
を関節軟骨の構造との関連において明らか
にした。(2) ヒトの骨軟骨移植術中に中心周
波数 10MHz の超音波解析を実施し、関節軟
骨の病巣部・病巣部周辺の正常関節軟骨部・
移植した骨軟骨プラグの関節軟骨部の各部
の硬さ指標・表面粗さ指標・厚さ指標を明ら
かにした。 
 
３．現在までの達成度 
家兎モデルにおける力学的特性解析はまだ
実施していないがそれ以外はほとんど終了
していて当初の計画以上に進展している。 
(理由)超音波解析、FTIR 解析および組織学
的・免疫組織学的評価が順調に進捗している
ため。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 まだ実施していない力学的特性解析を実
施する。これは関節軟骨に圧縮応力を加えた
状況での硬度を調べるものであり、成果が得
られれば論文発表や学会発表を行う。 
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